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              ☆ホームページアドレスが新しくなりました。
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　ある日、ウチの奥さんから話が

あった。教会学校の沖縄キャンプで

運転手を探しているという話だった。

私の母は沖永良部で生まれたと聞い

ていたので、一度は沖縄という地に

行ってみたいとは思っていた。しか

し心配性の私としてはイロイロ考え

ていた。「お金は使うし、会社は休む

し・・・。」

　ある日、私が悩んでいると奥さん

が「行ってきたらイイやん」と後押

ししてくれたので、思い切って行く

ことに決めた。その後、大平さんと

何度か連絡を取り沖縄行きが確定し

た。キャンプに向け色々準備してい

たら少しずつドキドキしていた。

ちゃんと子どもたちを乗せて移動で

きるだろうか？ハブに噛まれた時は

どうしたらいいのか？ハブの事が心

配になりネットで調べると「急いで

病院へ行くこと」と、当り前の答えが

多く、心配するのはやめることにし

た。

　出発の日が来た。私と大夢はリム

ジンバス乗り場まで奥さんに車で

送ってもらい、大きな荷物と一緒に

バスに乗り込んだ。発車時刻となり

バスの扉が閉まると、指先に少し汗

をかいた。バスが出るともう腹をく

くり、空港までのんびりしようと寛

いでいた。ところが、大夢がキャンプ

用に買った新しい帽子がないのに気

付いた。前日まで何度も忘れもの

チェックしたのに・・・。どうやら暑



2

いと言って車の中に忘れたらしい。

急いで家に電話したが、バスはもう

甲子園で間に合わず、大夢は電話で

怒られてテンションが下がっていた。

私は怒られた意味を大夢に説明し、

二人でアメをなめることにした。空

港に着くと気合のタバコを一服、皆

を探しにロビーへ向かうとすんなり

と合流できた。

　挨拶をしていると見送りの人たち

から「よろしくお願いします」と何人

かに言われ、また少し指先に汗を感

じていた。見送りの中に大字ママが

いたので、私は挨拶をし「緊張してい

ます」と言うと、「たいへんでしょう

けど頑張って、いい沖縄時間をすご

してきて下さい」と言われた。いい言

葉だなと思ったら、不思議と肩の力

が抜け、気持ちが落ち着いた。機内に

乗り込むと私だけ席が離れていると

聞いていた。チケットの番号を見な

がら探していると、中央４人掛けの

左から２番目だった。右の２隻は空

席で、左端には私よりひとまわり体

の大きい兄ちゃんが、太い腕を肘置

きにのせ、ipodを耳に入れていた。私

はチケットをとった大平さんを少し

恨んだ。しばらく体を右に傾け座っ

ていたが、腰が辛くなっていた。そこ

へ石堂先生が現れ、「園長が私たちの

方、席が空いていますからどうぞ、

と」と言われて席を移ることにした。

　園長は私に「そこの先生の間へど

うぞ」と言い、石堂先生と近山先生の

間に座らせてもらうことになった。

これぞまさしく地獄から天国だった。

２時間で沖縄に着いた。ロビーから

外に出るとすこぶる蒸し暑く、私の

想像していた「カラッ」とした暑さで

はなかった。どうやら接近している

台風８号のせいらしい。空港からは

大型バスでレンタカー屋へ向かった。

１ BOX を２台借り、皆は大きな荷物

と一緒に乗り移った。「いよいよ私の

仕事が始まる時」だった。

　少し緊張気味にハンドルを握り出

発、高速に入ると大雨にあったが、す

ぐにやんだ。いわゆるスコールとい

うやつだ。お腹も減ってきて遅い昼

食を取ることとなり、メニューを聞

くと沖縄そば。テンションがあがっ

てきた。ところが着いたのはショッ

ピングモール？？私はきっと園長が

行くそば屋だからとんでもない所に

あるのだろうと思っていたので、な

んだか拍子抜けした。中へ入ると

テーブルを囲むように屋台風のお店

が並んでいた。味はナカナカ美味し

かった。私たちは食事も早々に済ま

せ、車を走らせた。目的地近くにな

り、県道をそれると多くのビニール

ハウスと畑の間を抜け、お墓（沖縄の

墓の１基の敷地が大きいのに驚いた）

の前を通った。すると芝生の広場が

現れ、平屋の家が見えた。ゴールだ。

車を降りて家の裏を見に行くと、断

崖絶壁で目の前には大きな沖縄の海

が見えた。しかしこの時、天気はもう
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荒れはじめていた。私は噂に聞いて

いた男子が泊まる牛舎を探していた。

先生に聞き、振り返ると芝生の１０

０ｍぐらい向こうに、５０ｍほどの

コンクリ打ちっぱなしの建物が見え

た。あれが牛舎らしい。近くに行って

みると、私の思っていた藁を敷いた

感じではなく、何もないただ広い不

気味な感じの牛舎だった。中には大

嫌いな南国サイズのゴキブリが走り、

裏にはさっきのお墓が見えていた。

私はココで寝るのかと思うと憂鬱

だった。家の方に戻り、私は園長にツ

バを飲み込んで質問した。「私はどっ

ちで寝たらいいですか？」すると園

長は「こちらの家で寝て下さい」と言

い、私はホッと胸をなでおろした。夕

食の用意をする頃、雨と風がひどく、

換気の為に開けていた窓のカーテン

は宙を舞い、食器がテーブルから転

がったりしていた。コックの卵、佐々

君と子どもたちが準備してくれた夕

食は美味しかった。佐々君は沖縄で 5

日間、子どもたちに食材の切り方な

どを教えながら飽きのこない美味し

い食事を作ってくれた。夕食後、園長

は幼稚園の先生二人と私を呼んで飲

ミーティングを始めた。園長は私た

ちの顔を見ながら「いいですか！言

葉は大事ですから・・・」などと低い

声で色々話をされ、最後に「鎌田さ

ん、近山先生とお話して下さい、

じゃ、終わりです」と言われたので訳

がわからなかった。私はいつも奥さ

んに「口が悪い」と怒られるので、「何

か悪いことでも言ったのだろうか？

それともキリシタンへの勧誘なの

か？」と思い、石堂先生に思い切って

聞いてみた。「さっきの話をわかりや

すく教えて下さい」。すると石堂先生

は「園長はたぶん近山先生がもっと

喋るように、鎌田さんから話しかけ

て下さい、ということだと思いま

すョ」「本当にそれだけ？」私は園長

があまりに意味深に話をされたので、

理解できず困っていたのだが、それ

を聞いてホッとした。次の日から私

は近山先生を“リーダー”と呼び、

キャンプの間盛り上げることにした

（近山先生は困っていたカナァ？）。

キャンプ中に私は母から頼まれて

いたことがあった。「おみやげはいら

ないから、さとうきびを少し持って

帰ってきて欲しい。子どもの頃を思

い出して、さとうきびの成長が見た

いから」ということだった。私は園長

にもチャンスがあれば、さとうきび

を手に入れたいとお願いしていた。

ある日、園長と石堂先生が買い出し

に出かけてすぐの事、私の携帯に石

堂先生から電話があり、出てみると

園長が車を運転しながら大きな声で

「ビニールハウスのあたりに人がいる

から、さとうきびの事を聞いてみた

らどうか？」そして「子どもたちの分

も貰ってきて欲しい」と。

私はすぐに出かけようとしたら、

心細いので誰かを連れて行こうと
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思ったら、美咲ちゃんと梨乃ちゃん

に目が合った。訳を話すと、二人は快

く引き受けてくれた。後で聞くと、そ

れは車の中が冷房で涼しいという理

由だったそうだ（笑）。３人で車を走

らせると畑におばさんがいるのを見

つけたので、訳を話してみたが「収穫

は１月か２月だから・・・」と繰り返

し言うだけで駄目だった。

私たち３人は少し時間をおいてか

ら、もう一度ビニールハウスへ出か

けたが今度は人影もなく、そのまま

県道に出てしまった。道の角を見る

と、納屋に一人のオジイがいたので

訳を話してみた。オジイは少し考え

ると「ついておいで」みたいな事（方

言がわかりにくかった）を言ったの

で、私は嬉しくて車を置いたままオ

ジイの軽トラを追いかけた。しかし

軽トラは思ったより勢いよく走りだ

し、私は慌てて車を取りに戻った。美

咲ちゃんと梨乃ちゃんが走って追い

かけてくれたので、迷わず止まって

いる軽トラを見つけることが出来た。

そこには広くないが、いっぱいのさ

とうきびが畑になっていた。オジイ

は２本のさとうきびを掘り起こすと、

大きなハサミで何本かに分けてくれ

た。

私は念願のさとうきびを手に入れ

ることができ、この優しいオジイに

何かしてあげたかったので「ココに

まだいますか？お礼を・・・」と言う

と、オジイは「本土にはお返しの風習

があるみたいだけど、沖縄にはない

よ。ワシは無いものはあげられない

が、有る物をあんたたちにあげるだ

けなんだから遠慮しなくていいんだ

よ」。私はその時、胸の中を温かく何

か柔らかいものが通り抜けたような

気がした。貰ったさとうきびを持っ

て帰り、茎の切り口をなめてみたが、

少し甘みを感じるぐらいだった。た

ぶん収穫時期ではないからだろう。

子どもたちにも勧めてみたが、評判

はイマイチだった。私は皆に「さとう

きびが珍しかったら、西宮に持って

帰ってイイよ」と言ったが、子どもた

ちは「荷物が重くなるぅ」「いらな

い」。私は子どもの残酷な声にめげそ

うだった（泣）。この日は午後から待

望の沖縄の海に入ることになってい

た。地元の牧師も来て一緒に潜るら

しい。沖縄キャンプベテランの石堂

先生に「どんな方が来られるの？」と

聞くと、先生は薄笑いしながら「海人

（ウミンチュ）が来ます」。すると近く

にいた佐々君も「あっ、あの海人

かぁ！」と。キャンプ経験者に聞くと

皆口をそろえて同じことを言うので

す。少し浮かない顔をして。。。それは

まるでタタリを恐れる村人たちのよ

うでした。しばらくすると、牧師さん

（岸部シローに似てた？）が到着し

た。失礼だが牧師さんには見えな

かった（ゴメンナサイ）。

私たちが皆海へ下りて行くと、砂

浜に現れた牧師さんは長身に黒い
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ウェットスーツ、頭にはワラで出来

た笠をかぶっていた。なんとなく海

人チックなスタイルだった。私たち

は水中メガネとシュノーケルをつけ、

さっそく沖縄の海へ潜った。珊瑚が

うかぶ浅い波間に体を浮かべると、

色鮮やかな魚たちを覗くことができ

て楽しかった。

しばらくして園長に皆、砂浜に上

がるように言われた。どうやら海人

がみんなにカツオの刺身をご馳走し

てくれるらしい。私は刺身が好きな

ので楽しみにしていた。海人はクー

ラーボックスからカツオを取りだす

と、波が打ち寄せる岩の上で魚をさ

ばき始めた。私は波にプカプカと浮

かぶ魚の頭と内臓を見ると、少し食

欲が消えた。海人はさばき終わると

ボックスから自家製の酢味噌を出し、

皆にカツオを振舞ってくれた。私が

「酢味噌おいしいですネ」と園長に言

うと、小さな声で「食中毒防止の意味

もあります」と答えが返ってきた。海

人は２匹のカツオをさばくと、今度

はボックスから何かを取りだした。

見ると、スーパーで売っている小さ

なパックに１０ｃｍほどのキビナゴ

が入っていた。海人はキビナゴの尾

をつまみ、酢味噌をつけると空に向

かって口を開け、パクリと飲み込む

ように食べて見せた。私もそれを勧

められ、少し頂いたがまあまあの味

だったように思った。ふと、ボックス

の中が気になり覗いてみると、キビ

ナゴのパックに「生食用」と書いてお

らず、不安になったのを覚えている。

私は不思議な彼の事を、海人ではな

く海の神様と呼んだ方が正しいので

は？と思った。いろんな事があった

沖縄キャンプ、最初は台風でどうな

るかと思いましたが、私は見て、触っ

て、食べて、話して、泳いで、本当に

充実していました。

最後に、キャンプへ行くことを後

押ししてくれた奥さんにありがとう。

私が参加できるように段取りしてく

れた大平さんありがとう。沖縄へ連

れて行って下さり、いろんな体験を

させてくれた園長先生ありがとう。

皆の優しいお母さんだった石堂先生

ありがとう。車の中で恥ずかしそう

に話したり、点呼をしてくれた近山

先生ありがとう。毎日、飽きのこない

美味しい食事を作ってくれた佐々君

ありがとう。子どもたちと楽しく遊

んでくれた芦田君ありがとう。子ど

もたちも皆、楽しいキャンプをあり

がとう。私はこのキャンプで皆が無

事に帰ってくれた事が一番嬉しかっ

たです。心に残る沖縄キャンプをあ

りがとうございました。

（鎌田　愼三）



6

 「民主党小沢一郎幹事長は10日、和歌山県高野町で記者団
に『キリスト教もイスラム教も非常に排他的だ。その点仏教は非常に心の
広い度量の大きい宗教、哲学だと語った。高野山金剛峯寺を訪れ、
高野山真言宗の松長有慶管長と会談の直後。仏教のありがたさを強
調するあまり、脱線気味となった。
　来年にスイスで開かれる国際会議に松長管長が出席することから、『欧
米人に仏教の真髄を説いてやるのは非常に意義がある。大変うれしい』さ
らには『排他的なキリスト教を背景とした文明は今、欧米社会の行き詰ってい
る姿そのものだ』と文明論にまで言及した。」
　　　  　　　　　　　　　（2009年11月11日、朝日新聞）

　“十字架につけられた”イエスが、

「・・・わが神、わが神、どうしてわ

たしをお見捨てになったのですか」

（マルコによる福音書 15 章 34 節）と

叫んだ時、その言葉のすべてを込め

て、神と向かい合っていました。“わ

たしを見捨てたのか”という満身の

思いをその言葉に込めて神と向かい

合っていたのです。そして絶命する

のですが、イエスのその状況、事態に

神は介入することはありませんでし

た。「イエスは声高く叫んで、ついに

息をひきとられた」（同、3 7 節）。そ

の一部始終を見ていたローマの百卒

長は「まことに、この人は神の子で

あった」という証言を残すことにな

ります（同、39 節）。

　これとは別に、十字架につけられ

たイエスを見上げる、別の人たちの

様子も描かれています。「そこを通り

かかった者たちは、頭を振りながら、

イエスをののしって言った、『ああ、

神殿を打ち壊して三日のうちに建て

る者よ、十字架からおりてきて自分

を救え』」（同 29、30 節）、「祭司長た

ちも同じように、律法学者たちと一

緒になって、かわるがわる嘲弄して

言った。『他人を救ったが、自分自身

を救うことが出来ない。イスラエル

の王キリスト、いま十字架からおり

てみるがよい』」（同 31、32 節）、「ま

た、一緒に十字架につけられた者た

ちも、イエスをののしった」（同、32

節）。ということで、“そこを通りか

かった”普通の人たちからさえも、イ

エスは拒絶されていました。単に拒

絶したというよりは、期待を裏切ら

れたことに対する苛立ちや憤りが、

“頭を振って”“ののしる”などの振舞

いになったと考えられます。祭司長・

律法学者の場合、十字架につけられ

誰も手を差しのべる者のないイエス
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は、“口ほどにもない”と嘲弄するに

も値しない存在に見えたかも知れま

せん。なのに、イエスの処刑の執行に

立ち会って、一部始終を見ていた百

卒長は、目前で絶命するイエスを、

“神の子”と証言します。“神はわたし

を見捨てた”という叫びを残して絶

命したイエスが、百卒長には神の子

に見えたのはなぜだろうか。そこを

通りかかった者たちは、イエスの十

字架を見上げ、頭を振りながらのの

しります。祭司長や律法学者は、経緯

から言えば少なからずイエスを嘲弄

する理由、利害関係にはありました。

しかし、“通りかかった者たち”との

間には“ののしられる”ような利害関

係はなかったはずです。口ほどにな

い、期待を裏切られた、などのことで

しょうが、それだけでのことであっ

ても、無防備なまま十字架につけら

れ、孤立している人を、人はののしっ

たりするものなのです。

　ローマの百卒長は、“そこを通りか

かった者たち”や“祭司長・律法学者”

と明確な利害関係がありました。百

卒長は、有無を言わさず支配する例

として。ののしる相手がいたとした

ら、そうして最前線でローマの力を

行使する百卒長（及びその配下の兵

士たち）であったはずです。そうで

あったはずなのに、より近い関係に

あるはずの人が十字架につけられて

いるのを見上げ、その人をののしっ

ている人たちがそこにいました。な

のに絶命するイエスを見て、百卒長

が口にした言葉が“まことにこの人

は神の子であった”でした。ローマの

百卒長、職業軍人としてそこにいて

イエスの処刑に立ち会う時、別のそ

れを実行する以外の別の余地はあり

ませんでした。しかし、この時の百卒

長が“通りかかった者たち”や“祭司

長・律法学者”と少し違っていたの

は、状況によっていかようにでも変

わってしまえる人として、そこには

いなかったことです。人は、多くの場

合に利害の中で生きて、利害によっ

てその振る舞いは左右されます。す

べてがそんなものだということでは

なく、少なからず異なった生き方が、

できなくはないのです。ローマの軍

隊の、組織の真っ只中にいたとして

も、見つめる目や、受け止める心のす

べてが曇ってしまわない生き方は、

この百卒長のようにあり得るのだと

いう意味で。十字架で絶命するイエ

スの何を見て、百卒長が“この人はま

ことに神の子であった”とどうして

言い得たのかは、明らかではありま

せん。更に神にも見捨てられ、全くの

孤立を引き受けてそこにいる人に対

する驚きが、そんな言葉になったと

すれば、あり得るかも知れません。

　たまたま、そこで出現してしまっ

た極限の状況で、生ま身の人が晒さ

れてしまう生き様のいくつかが、こ

こではあらわになっています。普通

に生きている人たちが、普通に了見
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が狭く排他的な生き様を晒すことも

あります。元々料簡も狭く排他的な

人たちが、そのまま了見の狭さや排

他的な生き様を晒すこともあります。

更に、ローマの百卒長としての立場

や責任を背負いながら人を見つめる

目や受け止める心が曇ってしまわな

いという生き様もあり得ます。

　　　　　　　　　　（菅澤　邦明）
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　すっかり秋ですね～。澄んだ空気

に青い空！時折吹く風は冷たく、で

も日中は太陽の光が暖かく、太陽の

ありがたみを感じます。

街では金木犀のいい香りがしたと

思ったら、もう花は散ってしまって

いて、自然の営みに驚かされてもい

ます。木々たちは黄色や赤にオシャ

レをしていて、私たちを楽しませて

くれていますね～。

　自然の営みを多く感じることがで

きると言えば伏原町にある幼稚園の

畑。春、子どもたちをいっぱいに喜ば

せ、楽しませてくれたのはいちご。

ぽっぽぐみの子どもたちは自分たち

の手でいちごを摘み、そんな摘みた

てのいちごを畑を見ながら味わ

う・・・それも、自分の手で摘んだい

ちごを～です！こんな経験、初めて

～という子どもたちも多かったはず。

そして、さんぽ・らったぐみ、年長ぐ

みはいちご摘みを経験済み。ぽっぽ

ぐみの子どもたちと畑に行った際に

は、『あかいのは、まる～！あおいの

は、ばつ～！』と、初めてのいちご摘

みをするぽっぽぐみの子どもたちに

教えてあげる、という場面もありま

した。存分にいちごを味わった後は

さつまいも。全クラスで畑を訪れ、さ

つまいもの苗を植えました。植えた

ら終わり～ではなく、何度も畑を訪

れ、その成長を自分たちの目で見て

きました。そして、再び全クラスで畑

を訪れ、さつまいもを掘りました。手

にはブカブカの軍手をはめて～です。

そんな姿だけで、子どもってかわい

いんですよね～。小さいのから大き

いの、丸いのや細長いの、でこぼこの

ものもありましたが、全て自然その

もの！農薬を使ったりはせず、太陽

の光、雨、そして大きく、美味しく

育ってほしいという子どもたちの願

いが一番の肥料になって、今年は２

０２キロものさつまいもが収穫され

ました～！！収穫した、その日に蒸

かして頂いたのですが、やっぱり自

分たちの手で植えて、様子を見に行

き、そして自分たちの手で収穫した

さつまいもは、最高の味！今まで味

わったことのない味がしたよね♪そ

れからの日々、ほぼ毎日さつまいも

を味わっている子どもたちです。畑

の恵み、自然の恵みに感謝し、そんな

自然の営みに驚かされたのでした。

　いちご畑からさつまいも畑、そし

て再びいちご畑に。姿を変える際に

は、畑に心を寄せて下さっている園

芸サークルのお母さん方を中心に、

多くの方々のご協力で、畑が耕され

きれいな畝が出来上がっていました。

さつまいもの後は再びいちご！また

全クラスで畑を訪れ、いちごの苗を
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植えました。ぽっぽぐみは、さんぽ・

らったぐみに、さんぽ・らったぐみ

は、年長ぐみになってから味わうこ

とになるいちご。年長ぐみは幼稚園

を卒園し、小学生になって～です。小

学生になっても畑のいちごを味わう

ことが・・・できる日があるんです

よ！教会学校で畑を訪れ、いちごを

味わう時間があり、卒園しても思い

出いっぱいの幼稚園の畑に訪れ、い

ちごを味わうことができるなんて、

なんて贅沢！そんな素敵な時間が流

れている畑、これからも子どもたち

とたくさん訪れ、たくさんの自然を

感じることができますように☆

　１１月３日は２００９年度の運動

会が行われました。幼稚園ではなく、

近くにある能登運動場をお借りして。

このことが当たり前ではないことを

思うと同時に本当に多くの方々に支

えられていることを感じ、感謝致し

ます。少し肌寒い朝となりましたが

日中は太陽の光が暖かく、青空も広

がっていました。幼稚園の子どもた

ちだけではなく、お父さん、お母さ

ん、おじいちゃん、おばあちゃん、小

さなおともだち、そして、たくさんの

卒園した子どもたちも広場に集まっ

てくれました。卒園児だけではなく、

少しでも関わりのある子どもたちも

リレーに参加してくれました。子ど

もの発表会ではなく、そこに、広場に

集まった人たちが参加して楽しむ、

そんな運動会なんですねと保護者の

方から声をかけて頂きました。それ

こそが公同の運動会。そのよさを今

年も身をもって感じる時間となりま

した。みんなの思いがどれだけ強く

てもお天気だけはどうにもなりませ

ん。そんな中、恵まれた天気を与えら

れたことにも感謝致します。運動会

の一日だけではなく、子どもたちと

過ごす毎日が多くの方々により守ら

れていることを感じます。散歩へ出

かけると地域の方が声をかけて下さ

います。それもごく自然に。だからこ

そ、こちらも、子どもたちも自然と接

することができ、自然と会話が生ま

れて弾んだりもします。近くだけで

はなく、遠く離れた所から子どもた

ちのことを思い届けてくださること

も多くあります。卒園した子どもた

ちからも多くの思いが毎年届けられ、

離れていても心はつながっている、

そのことを感じさせてくれる言葉も

頂いています。卒園しても、公同にい

たことは事実で、そこで過ごしたか

けがえのない仲間はいつまでたって

も仲間なのです。そのことがとても

羨ましく、自分もここ、公同に通いた

かったと思うことが多くあります。

通えなかったけれど、今こうして公

同で子どもたちと過ごせる毎日が嬉

しく、自分の子ども時代を取り戻し

ています。そんな恵まれた環境で働

けていることを日々感じ、感謝して

います。

　もうすぐ公同まつり！子どもたち
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すずや便り　

と、『あと○かいねたら～！』とその

日までの日々も指折り数えて楽しん

でいます。そして、当日は、たくさん

の懐かしい仲間との再会などもあり、

大人、子どもの笑顔がいっぱいに見

ることのできる１日になることで

しょう。

子どもたちとの毎日、運動会や公

同まつり・・いつも子どもたちの笑顔

が守られていることを覚え、これか

らも子どもたちの笑顔をいっぱいに

見ることのできる毎日でありますよ

うに・・☆

　　　　　　　　　（水田　有希）

　ある日の夕方、洗濯物を取り込も
うとベランダに出てみると、ものす
ごい鳥の鳴き声です。あらゆる方向
から聞こえてくる感じ。思わず周囲
を見回し、まず目に付いたのは動い
ている電線です？よ～く見てみると、
鳥がぎっしり。あまりにびっしりと
止まっているので遠目からだと太目
の電線がうねっているようにしか見
えないのです。うちは４階なので、電
線を見下ろす位置にあるのですが、
飛んでいく鳥を追ってふと視線を上
げると空が黒い！どこからこんな
に･･ ･と視界を広げていくと向こうの
電線、屋根の上にも鳥のシルエット。
これがみんなさえずっているに違い
ない、ほどの重層的な鳴き声です。し
ばし口を閉じるのも忘れて見ていま

したが、空中に塊＝群れがいくつか
あるのに気づきました。隊列を組ん
で飛んでいく鳥のようなのですが、
それよりもっと細かい粒の集まりで
す。動く点描画といったところで
しょうか。いくつもの群れが重なり、
また離れていきます。角度によって
厚みが出たり、薄く広く見えたり。群
れと電線でもメンバーチェンジがあ
ります。止まっていた鳥が飛び立つ
と、その群れは一瞬ふくらみ、空に向
かって伸びていきます。まるでおお
きな生き物のよう。入道雲をいろい
ろに見立てるのとは違い、スピード
感があって魚が泳いでいるような感
じ～まさに「スイミー」です。みんな
で一匹の大きな魚に見せる為にはあ
のくらいのスピードで泳がなくては
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みかん便り　

だめに違いない、サンゴはあの辺り、
空に浮かぶ雲はクラゲ･ ･ 空はたちま
ち海中になり千羽以上（はきっとい
たでしょう）のスイミーたちの泳ぎ
に釘付けです。いつのまにか口があ
いていたらしく、口の渇きではっと
我に返り部屋に戻りました。少しし
てもう一度ベランダに出るとさっき
とは全く違う空気感。一羽も鳥がい
ないのです。こんなことってあるの
かしら、と耳を澄ますと遠くのほう
から鳥の鳴き声が聞こえてきました。
空のスイミーたちは遠くへ行ってし
まったようです。我が家の周辺に集
まっていたのもそんなに長い時間で
はなかったのかもしれません。それ
にしてもどんなきっかけで一斉に飛
び立ったのか、その瞬間を見られな

かったのが唯一心残りです。口が渇
かなければ我に返ることもなく見届
けることができたかもしれません。
またの機会に備えて口をしっかり閉
じて空を見上げる練習をすることに
します。
　　　　　　　　　（富家　香麻里）

こんにちは。11 月になり一気に寒

くなったと思えばまた過ごしやすい

気温に戻りました。1 0 月から新学期

も始まって 1ヶ月も経ちました。高校

時代は時間が無限にあったような気

分でしたが、大学生になると時間が

進むのがとても早く感じます。

1 0 月には少し嬉しい事がありまし

た。高校の時、いつも慕ってくれてい

たひとつ年下の車椅子の女の子がい

ました。体育祭のときに一人で暇そ

うにしていたので、喋りかけたとき

から仲良くなったのだと思います。

高校卒業の時にメールアドレスを聞

かれたのですが、たまたま電池が無

くて、「また今度先生に手紙を渡しと

くから受け取って！」ということで

お別れしました。それから 1年半以上

経った先月、約束を思い出したんで

すけど、その子の名前すら知らな

かったんで大ピンチ…笑　思い出し

てどうしようかあれこれ考えていた

その翌日、なんとその子からメール

が来ました。いろいろ知り合いを通

してアドレスを手に入れたようです。

全部俺が悪いんですけど、嬉しい気
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持ちとホッとした気持ちでいっぱい

でした。高校の時に「足を治して先輩

みたいにダンスをやりたい。」と言っ

ていた彼女も、手術が上手いことい

かなくてまだ歩けないようです。今

は少しでも音楽と一緒に生活をした

いということで、軽音サークルで頑

張っているらしいです。それに比べ

て、特に何もしてない俺が情けない。

でも、そのおかげで何かをやろうと

思い、今月から教員採用試験の勉強

を始めました。しっかり勉強をする

のは大学受験以来なのですが、毎日

楽しく勉強しています。

　この女の子が言うには、廊下で

会ったり、職員室で会ったり、掃除中

に会ったり、いろんな場所で笑顔で

声をかけてきてくれる先輩は俺だけ

だったそうです。高校時代、人から感

謝されるようなことは 1 つも出来て

いなかったと思っていたのに、この

言葉だけで少し救われました。実際

は職員室で先生を待つ暇な時間や、

掃除をサボるためなどの理由で声を

かけていたんですが、思いのほか好

評でよかったです ( 笑 )

　自分が思ってもいないところで評

価があがったり、下がったり。良くも

悪くも、自分の伝えたいことと違う

ことが伝わっていたり。1 つの会話の

中のたった 1 語を変えるだけで伝わ

る思いが全く変わってくる。今回は

全てが良いように向いてくれていま

すが、少しでも何かが違っていれば

ただのウザイ先輩だったかもしれま

せん。コミュニケーションって難し

いですね。コミュニケーションは会

話だけではなく、表情や声や身振り

など、いろんな条件が合わさって相

手に伝わるものなのだと思いました。

でも、そんなん言ってもやっぱり気

持ちが 1番大事やって思います。気持

ちの無い言葉は相手には届かんし、

気持ちの無い笑顔はただ気持ち悪い。

気持ちの無い身振りは不恰好なだけ

です。そう思うと、あの時、あの言葉

が無ければ今も仲が良かったのに。

とか、あの時もう少し親身に話を聞

いていたらなぁ。など色々反省する

点を思い出しました。これから先は

そんな事は減らして生きたいと思い

ます。大学生活でもっとコミュニ

ケーション能力を高めていかないと

なぁと思った 1ヶ月でした。

　　  　 　 　 　 　（河村　高志）
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　　　教会学校から　　　

《10 月の活動報告》
◇ 10 月 4 日（日）
　秋の新米・おにぎり大会！

◇10 月 11 日（日）
　わなげ大会！

◇10 月 18 日（日）
　幼稚園と合同・ドミノ大会！
　前日からひそかに幼稚園2階に準備していた“花のドミノ”“動物園のドミノ”に子どもたちはびっくり仰天してい
　ました。子ども代表が5、4、3、2、1の掛け声で倒すと大歓声が！その後は学年対抗のドミノ競争で盛り上がりました。

　

◇ 10 月 25 日（日）
　アイスキャンディー・スティックを使って“作って遊ぶ”

《11 月の活動予定》
◇ 11 月 1 日（日）
　沖縄のスパム＆青森のリンゴサンドイッチを食べる
　オリーブ大収穫
　今年のオリーブは粒が大きく、しかも去年の2倍もとれました。漬けるのは一苦労ですが、みんなで力を合わせてとっ
　たオリーブの“塩漬け”は毎年公同まつりで大好評です。　

◇ 11 月 8 日（日）
　“ゆびハブ”作り
　一度指を入れたら引っ張っても中々抜けない“ゆびハブ”のおもちゃは、教会学校の皆で作って、公同まつりで販売さ
れます。 　

　
◇ 11 月 15 日（日）
　射的大会・幼児祝福礼拝

◇11 月 22 日（日）
　クリスマスグッズ作り
　クリスマス映画鑑賞会 No.1

◇ 11 月 29 日（日）
　クリスマスグッズ作り
　クリスマス映画鑑賞会 No.2
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　      ２００９年１１月　あんなこと　こんなこと…
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大切な贈り物・津門川８６
“川そうじ日記⑥”　

教会学校　5 年生　羽田梨乃
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まいのなんでも案内　

　こんにちは。今日も今日とて締切

を延ばしていただいている舞です。

恐縮で涙がちょちょぎれんばかりで

す。外はもうすっかり冬。いくつかの

仕事先ではイルミネーションもちら

ほら。街には心なしかカップルが増

え、私のオアシス（休日に部屋着・眼

鏡＋αで立ち寄る近所の本屋）にも

出現率が上がってきました。頼むか

らやめてほしい。仕方ないからマス

クと帽子とマフラーを装備に加えよ

うとも思ったのですが、うっかり入

店禁止になりそうなので検討中です。

　さてそんな今日この頃、私ニュー

スといえば、作家の江國香織さんの

トークショーに行ったことでしょう。

江國さんはまぁ現代日本の女性作家

で、恋愛小説といえば！という方で

して、私が初めて自分で買った本『き

らきらひかる』の著者でもあります。

が、デビューは実は童話。で、この度

初めて長編童話を出版したというこ

とで、名古屋でひっそりとイベント

があったのです。ここぞとばかりに

職権濫用して潜入してきました。正

直に言うと、読んだ年齢が早すぎて

好きになれなかった作品などもあり、

ファンを名乗るにはおこがましいの

ですが、何度読み返しても好きだと

思える作品もあるんですよねやっぱ

り。というわけでドキドキしながら

行ったのですが、ご本人もとても自

然に格好よくて、作品のままの雰囲

気を、気取るとか無理するとかいう

ことなく纏っていらっしゃる方でし

た。子どもの本の世界と現実世界を

自由に行き来できて、そのバランス

が私の理想なんですよね。椎名林檎

さんとは別の面で私の憧れとなりま

した。ちなみに他に好きな女性作家

はよしもとばななさんと梨木香歩さ

んです。江國さんを除くと、皆さん名

前に果物が入っていらっしゃるので、

私もそろそろ高橋蜜柑あたりに改名

しようかと思います。嘘です。

　で、その新作長編童話は『雪だるま

の雪子ちゃん』と言いまして、まぁ童

話であっても大人も充分楽しめる、

というか、子どもだった大人のため

の本、という気がします。や、自分が

対象年齢無視して本を読んできたも

ので、あまり「大人向け」とか「子ど

も向け」とか、分けてしまうのは好き

ではないんですけど。とりあえず、雪

子ちゃんは野生の雪だるまで、日本

のどこか北の方の山の村で、一人で

暮らしています。人間の友達もいま

す。雪だるまなので、夏は「休眠」し

ますが、冬には学校にも遊びに行き

ますし、ポーカーもしますし、ご飯

だって一人で用意します。そんな雪

子ちゃんの、ある一冬を書いたお話

で、挿絵・装丁がまたおしゃれ。銅版

画の山本容子さんの手によるわけで
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すが、カバーは一面の雪の結晶でシ

ンプルなのに、カバーを外すと・・・

まぁこれは実際に目にしていただく

のが一番だと思うので明言は避けま

す。そして営業はしたくないと言い

つつ、でも、やっぱりこの本は多く

の人の手元に置いてほしいな、と思

います。

　はい、そんなわけでどうしても仕

事と仕事以外に差がなくなってくる

のが、趣味を仕事にしてしまった人

の悲しいところなのですが、それで

良いことも勿論あるわけでして。私

が幼稚園に入る前、４つ上の兄の幼

稚園のお迎えを待つ間に行っていた

「ブックスシオサイ」さん、まぁこれ

をお読みの方の大体がご存知かと思

うんですが（なんてったって公同幼

稚園のお隣。あ、隣の隣？）、帰省し

た時に立ち寄ると、何かこう仕事の

話ができるんですよ！大きな顔がで

きるんですよ！あ、あたし今社会

人っぽい？みたいな。小さい頃から

の場所に、この歳になって正式に

（いや正式じゃないけど）関われる

のはすごく嬉しいな、と思うわけで

す。だって週２で行ってたもん！ツ

ナサンドと卵サンド食べてたもん！

当時は間取りとかメニューとか全然

違ったんですけど、でも絵本が沢山

あるのは変わってなくて、幼い私が

シオサイでどれだけの本を読んだか

分からないぐらいです。今も絵本中

心なのは変わっていなくて、やっぱ

り嬉しいです。ムッシュアッシュの

パンは日本一好きですし。今度帰っ

たら、クリスマス気分を味わいに、ま

た行こうと思います。きっとクリス

マスグッズが色々入っているはずな

ので！皆様も是非お茶してってくだ

さいね。（回し者か）それでは、また

来月。

　　　　　　　　　　　（高橋　舞）
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つ と が わ

編集後記

　　　　　　　　　　　　　

　「…排他的なキリスト教を背景とした文明は今、
欧米社会の行詰っている姿、そのものだ」「キリ
スト教もイスラム教も非常に排他的だ」（小沢一
郎、民主党幹事長、2 0 0 9 年 1 1 月 1 1 日朝日新聞）
と言われたりするキリスト教は、礼拝に集められ
たそこにいる未受洗者に配餐した教師に、それを
止めないなら戒規を適用して退任を迫るなどのこ
とに執拗だったりしますから、排他的にキリスト
教をしている場合も多いのだと思います。しか
し、その始まりにおいて、教祖（イエス）とされ
た人は、その時の宗教の排他性をあれこれ批判し
ていたりします。どんなに“心の広い度量の大き
い宗教・哲学”も、それを受け止める人によって、
如何様にでもなり得るのだと思います。更に、行
詰まっているということだったら、この国も欧米
社会に負けていません。そして、度量の広い宗教
の国であるはずなのに、街や街の人たちの生活と
共存できない米軍基地の多くを、沖縄に押し付け
たまま平気であったりもします。

（Ｋ）

私は蜘蛛が苦手です。小さい頃住んでいた家
に、手の平を広げたくらいの大きな蜘蛛が住んで
いて、家の廊下をカサカサと音をたてながら素早
く動いていたのが恐ろしくてたまらなかったから
です。でも先日、祖父の畑にて夕方、小さな蜘蛛
が巣を張っている最中に出会いました。見事なそ
の模様、全体が見えているわけでもないだろう
に、お尻から糸を出しながらどんどん張っていく
その住み処は美しく見惚れてしまいました。蜘蛛
を手に持ったいたずらっ子に追いかけられ泣いた
事もあるけれど、あの８本の足が苦手でやっぱり
好きにはなれないけど、子ども達との散歩で蜘蛛
の巣を見つけると少し気になって見てしまうこの
頃です。
　　　 　 　 　 　 　　　　　      　  （Ｉ）

「引き出しの中のラブレター」という映画を観
に行きました。恋人や好きな人に宛てたものだけ
でなく、日頃お世話になっている人、家族や友人
への感謝の気持ちを綴ったものも含めてラブレ
ター。
学生時代から手紙を書くのが好きで、便箋や

ポストカードを集めたり、かわいい切手が出たら
買いに行き、事あるごとに手紙を出します。家族
の誕生日や父の日、母の日にはメッセージを添え
てプレゼントを渡したりします。だけど、映画を
観て、周りの人たちにちゃんと感謝を伝えられて
いるだろうか～と考えてみると…伝えないまま後
悔しないように、普段から思いを伝えられるよう
にしたいな、と感じさせられました。
  　　　　  　 　 　 　 　 　 　　　　（Ｙ）

色んなジャンルの音楽を楽しんだ 1 0 月でした。
９月初めに行った野外ライブで出会ったグループ
『鶴』この時初めて聴き～そして先日ライブでま
たまた生で聴くことができました♪あっという間
の２時間！立ちっぱなしだろうがへっちゃらです
☆そして私が公同と出会わなかったら子ども達と
こんなにも楽しむことはなかっただろう曲があっ
たり、渋い声が素敵なバンドに出会ったり…あ！
忘れては行けない沖縄からやってきたあの人たち
のライブも楽しんできました☆
芸術の秋♪を思いきり楽しんだ 1 0 月でした。

（秋かと思っていたら上着が分厚くなっていたり
クリスマスツリーの準備が始まっているところも
あり時の流れの早さを感じています…）
　 　 　 　 　 　 　　　　        　　　（Ｎ）

　
　娘が昨年土地を購入とともに家も建てた。住宅
産業で働いていることもありそういう流れになっ
たようだ( それにかなり“奥地”) 。建築がかなり
進んだころちょっとのぞきに行ってみた。玄関へ
のアプローチの右手に花壇用にと整えられた場所
があった。畳１枚くらい。婿殿が「ここはおかあ
さんの場所です。好きなようにしてもらったら」、
花が好きだからという思いで言ってくれたのだろ
うけれど間違って受け取ったら「わたしゃここか
い！」ということになる。ならなくてもあの人た
ちの家だからそりゃあ玄関先が綺麗だといいわね
ということに。いえ決して間違って取ってはいま
せん。何度か花苗などを持参でかよった努力と彼
らの日日の働きもあり、なかなかいい正面になっ
ていっています。で、今度は裏、先日２度ほど
行って耕して畝が２列ほど。これはスコップ程度
のわたしの働きではなく、鍬などをふるったわが
夫の出番によりなかなかいい趣に。２００３年今
の家に転居した際、小さな庭に誕生した畑はその
後あまり展開はなく結局開花の時期が終わった宿
根草などを植えこむわたしのせいで何でもありの
花壇みたいになったけれど、この秋誕生したたま
ねぎといちごの畑は如何に、おあとはよろしく。
何せ行きたいけれど高速で走っても１時間、癒し
の趣味にするには少し遠いかなと。
　　　 　 　 　 　 　 　 　 　　　         （Ｊ）


